
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU 

SSH NEWS 

SDGｓ×Diversity! 
福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2022.12.27  NO.21 

 

12/27（火）本校葵講堂にて、SSH 生徒交流会事業「SDGｓ×Diversity！～Let’s ask questions 

actively！～」（課題研究発表会＆生徒交流会）が行われました。本校を含む県内 9 校（敦賀、美

方、丸岡、藤島、高志、羽水、鯖江、武生東）から約 90 名の生徒が集まり、課題研究発表会と生徒

交流会が行われました。3年目となる今年は、ディスカッションと評価についてもチャレンジしました。 

開会の挨拶後、生徒実行委員会からの活動報告がありました。生徒実行委員会は羽水高校、武

生東高校、武生高校から 15名の生徒で構成されており、9月末から 3ヶ月間、ファシリテーターと評

価について実践してきたことを発表しました。続いて、9 本のポスター発表が行われました。どの発

表もたくさんの聴衆が集まり、発表後の質疑応答は少々ぎこちない部分もありましたが、時間をたっ

ぷり使った対話がなされていました。その後の生徒交流会①では、2 つの発表を聞き、「良い点」と

「改善点」をグループで話し合い、最後は全体で共有するという活動をしました。慣れない活動では

ありましたが、モデレーションを通して評価について考えることで、さらによい研究につながるのでは

ないでしょうか。また，対話を通して評価の基準を考えることは、課題研究にとどまらず、あらゆる場

面で必要とされる価値観の共有や合意形成力の育成にもつながります。モデルのない VUCA 時代

を生き抜くために必要な資質・能力だと思います。 

【参加校】 

 

 

 

 

【助言者の先生方】 



会の最後では、助言者の福井大学・教授 米沢晋先

生、仁愛大学・教授 西出先生、福井大学・准教授 遠藤先生、仁愛大学・准教授 織田 暁

子 先生、福井県未来戦略課・柳川千尋 様 からご講評をいただき、発表者には各賞が贈

られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加した生徒の感想の一部】 

・実験や実践を行って、そこから得られた課題や問題を解決した上で出てきた全体的な新たな課題をし

っかり立てているところが自分たちの探究活動にはなかったので、もっと深く掘り下げられそうだなと気

づくことが出来ました。 

・フィールドワークを多くのグループで積極的に行なっているなと感じました。実際に企業の方と協力し

て研究したり、自分達の考えを実行に移そうとしていて、行動力がすごいなと思いました 

・この場は質問をする人が多く、意欲的な人がたくさんいるということ。 

・話を持続させるのが難しいなと感じました。一人一人が今日のことについて意見を言っていったので

すが、なかなか話が進まないということもあって、ファシリテーターの方に任せすぎたなと感じました。初

めの実行委員がやっていた発表のように、サイドワーカーも積極的になろうと思いました。 

午後からは 5 本の口頭発表が行われました。ここでも、参加者が積極的に質問する姿が

見られました。またその質問に対し、答える姿も堂々としており好感がもてるものばかりでし

た。自然科学系、人文社会系、企業連携・SDGｓ系とテーマが多岐にわたっていることも、聴

衆の興味関心を刺激したのではないでしょうか。生徒交流会②では「今日の課題研究の発

表で一番印象的だったこと」をグループで話し合ってもらい、最後に全体で共有しました。生

徒交流会①よりも緊張が解けたようで、各グループからは笑顔と拍手が溢れてきました。 

会の最後では、助言者の福井大学・教授 米沢晋先生、仁愛大学・教授 西出和彦先

生、福井大学・准教授 遠藤貴広先生、仁愛大学・准教授 織田暁子先生、福井県未来戦

略課・柳川千尋 様 からご講評をいただき、発表者には各賞が贈られました。 


